
つい最近まで、私は飲食店の

フロアスタッフとしてバイトをしていました。

土日になるとよく見かけるのが、店内を走り回る子供たちです。

楽しいおでかけ、ハイテンションになってしまうのは子供なら誰しもあることでしょう。

しかし、他のお客様にぶつかっても謝らない、そのまま店内を走って行ってしまうなど。

子供たちの公共の場での振る舞いと、

それを注意しない親の対応に違和感を感じていました。

他にも周りを見回してみると、挨拶をしない子供たち、ルールを守れず逆ギレしてしまって

いる大学生など。

もしかして、社会性や道徳心が乏しい子供が増えてきてしまっているのではないか、という

危惧が頭によぎりました。

社会性、道徳とは、他者とのより良い関係性を築くために必要とされるものです。

人間が社会を作り、集団で生活している以上、

どれだけ能力が高くとも、どれだけ頭がよくとも、

周囲と関係を上手く築けなければその力は十分に活かされません。

では、今の日本の道徳や社会性を育む教育はどのようになっているのでしょうか。

本弁論では、日本における道徳教育の問題とその解決について訴えます！

自己本位な子が増えている。と感じている人は多くいるようです。

東京都が学校関係者や経営者、地域の人など様々な属性の人に対して、

子供たちへの印象をアンケート調査したところ、校長の6割、教員の3割が子供の規範意識
がないと感じると回答していました。

文部科学省も、「現代の若者・子どもたちには、迷惑をかけないという気持ち、正義感や規

範意識、人間関係を形成する力が低下している傾向」がある

と指摘しています。

これには、様々な要因がありますが、原因の一つとして、

核家族化、地域コミュニティの衰退による影響が考えられます。

昔ならば、親の目が届かない時、親以外にも日々の生活の中で「社会のルールを教えてく

れる人々」が存在していました。

しかし今は、核家族化や地域コミュニティの衰退により、

親は祖父母や地域から子育ての知恵を得る機会が少なくなり、

子供も社会のルールを教わる場面が減少してしまっているのです。

学校もこれには危機感を抱いており、対策を取り始めました。

2018年に道徳を特別の授業として扱い、年間35時間の授業の確保／話し合う道徳／検
定教科書の導入／内容の拡充など道徳教育に力をいれました。



しかし、学校教育では限界があるのです。

実際、1週間に置き換えると道徳の授業を学ぶことができるのは1時間のみであり、
内容も国際親善など現代にあわせた内容を追加した分、規範意識やマナーなどの社会性

について扱える時間は短くなっています。

社会性は、ただ言葉や知識として学ぶのではなく、学びをもとに、自分で体験して、失敗し

て、その場で指摘されて初めて身についていくものです。

そこで重要なのは、「家庭内での教育だ」と私は考えます。

学校で教えきれない分を、子供に大きな影響を与える、家庭内で補っていく必要があるの

です。

お買い物やお出かけなど、家族で過ごす時間は、

社会の中での振る舞いを実践的に学ぶ絶好の機会でもあります。

しかし、家庭での教育は難しくなっています。

親自身、どのようにマナーや公共の場での振る舞いを教えればいいのか悩んでいるので

す。

実際に文科省の調査によると、子育ての不安として、「しつけの仕方がわからない」という

声が2番目に多く、半数以上の親が悩みを抱えています。

そこで私は1点の提案をいたします！
それは親への社会性・道徳に関する教育の実施です。

子は親の鏡ともいうように、

親の価値観、振る舞いは子へ大きく影響します。

だからこそ、幼少期に多くの時間を一緒に過ごし、最初に生き方を学ぶ親から、

社会で生きていくための術／人との関係性を築くための最低限のルールを学ぶ必要があ

るのです。

子供は、順番を守る、周りの人が嫌がることはしないなど、社会で生きていくためのルー

ル、周りの人を思いやる道徳を身に付けていく必要があります。

親は私達子供に多くの愛情をかけ、大切に大切に育ててくれています。

その中で、自分の子を守らなくてはと思うあまりに、

わが子が他の子のおもちゃをとっても叱らなかったり、

子供同士の喧嘩において、相手の子や学校などに責任を求める、

他責思考になってしまう親も存在します。

昔と比べて価値観が多様化し、教育自体が難しくなっている現代、家庭内の教育も何が正

解かわからない、思い悩んでしまうこともあると思います。

しかし、社会性や道徳は、

変わる社会の中でも変わることのない重要なものです。



わが子をかわいがり、守るだけではなく、

社会規範や道徳に基づいて、叱り、他の人と共存するための術を教えることもわが子を守

るための愛情の注ぎ方です。

社会性や道徳は、子供が社会の中で生き抜くために必要な力であり、幸せに生きるための

大切な知恵なのです。

私は、祖父から「子供は社会からの預かりモノだ。」と言われて育ちました。

「社会から預かっているんだから、人様の迷惑にならないようきちんと育てて、社会へ返し

ていくんだ。」

私はこの言葉が大好きで、辛いことや大変なことがあったときも、将来社会へ出た時にご

迷惑をかけないようにする訓練だと思って乗り越えてきました。

私は今年から社会人1年目です。
育ててもらったことに感謝し、日本に貢献し、活躍できるよう頑張ってまいります。

ご清聴ありがとうございました。


